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ＡＳＥＡＮ共同体を構築することに合意した。ＡＳＥＡＮ共同体のひとつの柱であるＡＳＥＡＮ政治安全保障共同体（ Ｐ Ｃ）では、総合安全保障を追求す ことが目指されている。　
総合安全保障の追求として具体
的に目 るのは、 ⑴紛争予防・信頼醸成措置、⑵紛争解決手続きの整備、⑶紛争後の平和構築、⑷非伝統的安全保障協力、⑸災害救助、 ⑹緊急事態への対処である （参考文献②） 。各分野の取り組みには軍事的要素は希薄である。たとえば、紛争解決手続きは、政治的・司法的手続きが主であり、軍事的手段を使って解決をするといった方向性はみられない。　
ＡＳＥＡＮが域内外の軍事的な
脅威に十分に対処でき という批判はよく聞かれる。たとえば、南シナ海の領有権の問題 は 軍事拠点化を進めている中国に有効な対抗措置を打ち出せないでいる。　
なぜ、ＡＳＥＡＮ諸国は非軍事
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ＡＳＥＡＮ諸国間の紛争が大規
模な軍事対立に発展することは稀である。ただし、将来にわたって紛争が発生・激化しないよう紛争予防の努力は続けられる必要はある。他方、自然災害やテロ 越境犯罪といった脅威 ＡＳＥＡＮ域内に存在する。紛争予防や非伝統的安全保障上の脅威には、総合安全保障という非軍事的な協 が不可欠である。　
本稿では、この積極的な理由に
注目し、ＡＳＥＡＮでどのような非軍事的な協力がなされているかをその中心的な組織であるＡＤＭＭの活動を通 て紹介しつつ、その意義 分析する。●ＡＤＭ の設置　
ＡＤＭＭが設置された二〇〇六


























arch 2014 ） 。
　
一方、ＡＳＥＡＮ諸国は、アメ
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全保障概観年鑑』が発行さ 、分量および内容にばらつき ものの、各国の防衛政策が紹介された。すなわち、ＡＳＥＡＮ諸国は互いの防衛政策に対する透明性を高める取り組みを開始したといえる（参考文献⑰） 。　
二〇一四年五月の国防大臣会議
































（提供）クリエイティブコモンズ（Photo by Senior Master Sgt. Adrian Cadiz）。
第 3 回拡大 ASEAN 国防大臣会議（ADMM プラス）、2015 年 11 月、クアラルンプール
10_分析リポート.indd   39 16/09/06   10:05
アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10） 40
関する協力を進めるうえで課題もある。第一に、こうした支援は、被災国の国内において他の加盟国の軍や関係者が入り活動をす ことを意味するため、当該国の政治状況と 関係が問題となる。第二に、人道支援・ 害救助では、自然災害での被害が主に想定されているが、人為的な災害に対し人道支援・災害救助を実施するのかについては加盟国間の意見は分かれており、迅速な対応が困難にな場合がある。●域外国との協力　
ＡＳＥＡＮにおける総合安全保
障の追求は、ＡＳＥＡＮ諸国間の協力だけでなく、域外国を関与させることによってなされようとしている。この点は、ＡＤＭＭプラスにおけ 活動 顕著にみら る。　
ＡＤＭＭプラスの協力分野は、
ＡＤＭＭで重視されてきた分野を事実上、踏襲してい 。すなわち、二〇一〇年の第一回ＡＤＭＭプラスでは、人道支援・災害救助、海洋安全保障、テロ対策、防衛医学、平和維持活動の五分野で専門家による作業部会を設置することが合意された（参考文献⑧ 一一二ページ） 。とくに、人道支援・災害
救助は、ＡＤＭＭで重点的に扱われている分野である。　
ＡＤＭＭプラスにおける具体的
活動は共同演習を実施す ことである。二〇一三年六月に、ＡＤＭＭプラス諸国すべてが参加して、人道支援・災害救助と防衛医学に関する共同演習がブルネイで実施された。そのほか、九月に対テロ演習がインドネシアで、一 月には海洋安全保障に関する演習がオーストラリアで実施された（参考文献㉓、一五〇ページ） 。　
人道支援・災害救助に関しては、
ＥＡＳの首脳会議の場でも合意がなされている。二〇〇九年、防災に関するＥＡＳ宣言が出され、災害緊急対応のため ＡＳＥＡＮ待機制度が適切なリソースおよび能力のもとに運用 るように支援することなど 盛り込まれた（参考文献㉔） 。二〇一三年四月にはＥＡＳの枠組みで日米中を含む一二カ国参加による、大規模津波を想定した机上演習が行われた（参考文献㉕、二二二ページ） 。　
また、二〇一五年ＡＤＭＭでは
ＡＳＥＡＮ防衛医学センター（ＡＣＭＭ）の設置が合意された。同センターの設置はＡＤＭＭの合意として発表されている 、この合
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二〇一四年四月には、アメリカ
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